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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1月1日～2018年1月19日）

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2018年1月19日）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1月1日～2018年1月19日）

［株式市場］
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発表された11月の鉱工業生産指数（前年同月比）が市場予想を
大きく上回ったほか、政府が2017年末に発表した2017/18年度
の国債の発行等による追加借入が減額されると報じられ、財政
赤字の拡大懸念が後退したことなどから、インド株式市場は上
昇しました。

16日にインド準備銀行（中央銀行、RBI）副総裁が、多額の国債
保有により銀行セクターが抱える金利リスクについて言及したこ
とが嫌気されて、インド10年国債利回りは上昇（価格は下落）し
ました。その後、2017/18年度の追加借入の減額が報じられた
ことを受けて利回りは低下しましたが、週間では上昇しました。

12月のインドの貿易赤字が前月より拡大したことを受けて、ル
ピーは対米ドルで下落しました。また、円が対米ドルで小幅に上
昇したことから、ルピーは対円でも下落しました。

（対象期間：2018/1/15～1/19）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

2018/1/12 2018/1/19 変化率

34,592.39 35,511.58 +2.66%

2018/1/12 2018/1/19 変化幅

7.282 7.295 +0.013

2018/1/12 2018/1/19 変化率

1.746 1.735 -0.64%
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